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｢誠心誠意、和をもって｣“事にあたろう”

ロータリーの未来は
あなたの手の中に

食欲の秋ですので、味覚についてのお話です。
長野県が美味しさを科学的に測定した、牛肉の認
定を始めたという。従来の脂肪交雑(BMS)ナンバー
だけでなく、香りや口溶けを左右する成分である、
オレイン酸の含有率をも測る。また但馬牛の産地、
兵庫県ではオレイン酸に加えてイノシン酸にも注
目した肉質評価法の確立に乗り出した。オレイン
酸などの不和脂肪酸が肉のうま味と関係が深い事
が解かってきました。食する側も、肉本来のうま
味を生かす調理が大切であります。近所の精肉店
主が濃いたれで焼肉を食べる最近の傾向を嘆いて
いた。｢たれの味で食べるのではなく、肉の味を
引き出す食べ方をしてほしい｣。牛肉だけの現象
ではないという。食事が全般に濃い味付けになっ
ていると手厳しい。激辛を好む食習慣になります
と、味を感知する舌の味蕾(みらい)を消滅させる
危険があると指摘をしています。味覚を正常に保
つには、亜鉛などの微量元素の摂取が必要とされ
る。偏食や朝食抜き、ファストフードで済ませる
食生活では、味覚障害に陥りかねない。やはりバ
ランスの良い食事が欠かせないでしょう。フラン
スでは秋に｢味覚の週間｣という国を挙げた食育の
催しがありまして、3000人を超えるシェフが学校
を訪れ、子供達に味覚の基本を教える。日本の食
育も味覚食育に力を注ぎたい。

■会長報告 杦山会長

味覚とは

■司会：
　石山例会運営委員

■点鐘：杦山会長

■お客様紹介：
　木下パスト会長

◆ゲスト：(財)ロータリー米山奨学会
　　　　　広報・企画　峯純子様

◆ゲスト：東京小平ＲＣ
　　　　　加藤勝也様

◆ゲスト：米山奨学生
　　　　　宋慧珍様

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢日も風も星も｣

◆ソングリーダー：
　熊木会員
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在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

38 23 1 11 67.65

■出席報告 小町例会運営委員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：5名

■前々回出席率メークアップ修正後：86.84％

■前々会メークアップ者：
　土方会員：地区活動
　神﨑会員；地区委員会
　漆原会員：米山委員長会

■ニコニコＢＯＸ 高橋クラブ管理委員

◆加 藤 様：本日は初めてメーキャップさせてい
　　　　　　ただきます。小平ＲＣの加藤と申し
　　　　　　ます。いろりの里・四季亭というレ
　　　　　　ストランを経営しております。よろ
　　　　　　しくお願い致します。
◆當麻会員：地区世界社会奉仕セミナーの為、早
　　　　　　退します。
◆田中会員：第46回東村山市民運動会、年代別リ
　　　　　　レーの恩多町50歳代代表として活躍
　　　　　　し、優勝に貢献できました。昨年に
　　　　　　続いての連覇です。恩多町バンザイ､
　　　　　　バンザイ、バンザイ。
◆杦山会長、高橋幹事：
　　　　　　米山奨学会、広報・企画担当の峯純
　　　　　　子様、本日は卓話を快くお引き受け
　　　　　　下さりありがとうございます。よろ
　　　　　　しくお願い致します。
◆山本会員：木下さん、写真ありがとうございま
　　　　　　した。

■皆出席：
　目時会員(21回目)
　野村会員(7回目)

■幹事報告 高橋幹事

■青少年交換委員会：
　第5回地区青少年交換委員会
　学生オリエンテーションの案内の受理
　11月14日(土)　13:00～委員会
　　　　　　　　15:00～オリエンテーション
　於　ファーマライズ(株)

■環境保全委員会：
　環境保全に関するアンケート集計結果の受理

■ガバナー事務所：
　(在京)クラブ会長・会長エレクト会議の案内
　2009年12月7日(月)　14:30～
　於　ホテルグランドパレス

■回覧：
　｢友｣インターネット速報 No.401
　ハイライトよねやま 116
　会報 東京小平ＲＣ

■例会変更：
　東京福生ＲＣ
　10月21日 卓話｢地区青少年交換委員 野澤委員他｣

本日のニコニコ合計： 30,000円
　　累　　　計　　：480,000円

■委員長報告

・多摩地区の募金集計状況の報告
・来年のロータリークリアランド・カンボジア完遂記
　念式典の参加人員全体で190名。出来れば210名とし
　たい。東村山からは、現時点で4人。更なる申し込み
　をお願いいたします。

■神﨑地区対人地雷の
　除去に関する特別委
　員会委員
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■卓話

■卓話者紹介：
　漆原プログラム委員

■卓話者：
　(財)ロータリー米山記
　念奨学会 
　広報・企画担当
　峯純子様

竹田会員の後任として登録し、今月7日の委員会に出席。
内容は中・高校生の職場体験、高校生はインターンシ
ップの推進を各自地区で展開する。その際のマニュア
ルを作成済み。

■野村地区青少年育成
　委員

10月19日(月)に東京バーディクラブにて多摩分区親睦
ゴルフ大会を開催します。当クラブより7クラブ中最多
の10名の参加を頂いています。
元気よくプレーして東村山ロータリークラブをアピー
ルして、親睦と友情を深めてまいります。

■田中ゴルフ部部長

関わりました、学友の活躍をまとめたDVDをご覧いただ
きたいと思います。｢日本のロータリーがなぜ50年の長
きにわたり、米山記念奨学事業を支援してきたのか。
そして、これからも支援していくのか｣に対する答えを
見つけていただくきっかけになれば幸いです。
その前に、すでにご存じの内容も多いかと思いますが、
｢米山記念奨学事業とは何ぞや｣というのを、少しだけ
駆け足でおさらいさせていただきます。
まず米山記念奨学事業とは何なのか？奨学金を支給し
て支援するプログラムですが、その対象は日本で学ぶ
外国人留学生です。そして、日本の全地区が参加する
ロータリーの多地区合同奉仕活動でもあります。複数
の地区が合同で行う奉仕活動は他にもあると思いますが、
日本の34地区全てが参加しているプログラムは、この
米山記念奨学事業だけです。ロータリアンの皆さまか
ら頂く普通寄付金・特別寄付金が奨学金の原資となっ
ています。 
毎年の奨学生数は800人。日本では民間最大の奨学団体
です。奨学団体はたくさんありますが、その支援規模
は数人から多くても数十人。年間800人も支援している
民間の奨学団体は他にありません。この4月までの累計
奨学生数は15,130人、その出身国は116の国と地域に及
びます。 
米山記念奨学事業の最大の特長は、｢世話クラブ・カウ
ンセラー制度｣にあります。こちらの東京東村山ＲＣ様
にも、現在の奨学生の宋慧珍さんを含めて、これまで
12人の米山奨学生をお世話いただきました。経済的な
支援だけでなく、奨学生が例会や奉仕活動に参加し、
世話クラブの人々と深い付き合いをすることによって、
日本への理解、ロータリーが求める奉仕の精神や平和
への願いを伝えていく。それが、この奨学事業の大き
な目的です。米山記念奨学事業の成り立ちは50年以上
前にさかのぼります。よく間違われますが、米山記念
奨学事業は、米山家の遺産をもとにしたものでも、米
山梅吉翁が始めたものでもありません。また、静岡県
にあります米山梅吉記念館とも別法人となります。 
｢日本ロータリーの父｣と呼ばれる米山梅吉翁の没後6年
を経て、東京ＲＣが｢これこそ翁が生前意図されたロー
タリー事業の一つであり、翁の遺徳を称える無形の金
字塔にしたい｣と1952年に始めたものが、日本全国の共
同事業として発展したものです。 
1967年には、全国規模となってから10年もの歳月を費
やし、悲願の財団化を達成しました。公益法人ですので、
財政状況や決算報告などはホームページでも公開して
いますし、頂いた寄付金の使途や推移は、本日お配り
した豆辞典やロータリーの友に掲載して、すべての会
員に情報をお届けしています。また、決算書類は、毎
年9月に全クラブに送付していることを合わせてお知ら
せしたいと思います。
ここで寄付金の使途について、説明させていただきます。
米山記念奨学会の財源は、全国のロータリアンからの
寄付金、そして資産の利子収入だけで成り立っています。
2008-09年度の寄付金収入は、14億9,400万円でした。
世界的な金融危機を受けて、その影響が心配されまし
たが、昨年度は第2760地区(愛知県)名古屋名東ＲＣの
会員の方から1億円の寄付をいただいたこともあり、前
年より4,200万円プラスとなりました。頂いた寄付金は
全額、奨学事業に関することだけに使われており、管
理費支出は、資産の利子収入でまかなっています。 
支出のうち、最も大きいものは奨学金です。14億4,450
万円の事業費のうち12億5,000万円が奨学金です。奨学
金以外の事業費には、地区や世話クラブへの補助費と
奨学生の記念品や学友会補助費などが含まれます。また、
事業の広報や寄付増進費用、奨学事業に関わる事務局

皆さま、こんにちは！
私はロータリー米山記念奨学会の峯と申します。本日は、
米山月間ということで、卓話の機会をいただき、誠に
ありがとうございます。実は、私はこちらのクラブに
伺わせていただくのが二度目です。ちょうど5年前に当
会の職員がこちらで卓話をさせていただきましたときに、
勉強のため同行いたしました。
通常の卓話ですと、お配りした｢米山記念奨学事業 豆
辞典｣の内容をもとに、奨学事業の概要を説明させてい
ただくのですが、本日は、私も広報担当として制作に

・地雷除去にかかる募金を来年4月まで実施しますので
　ご協力願います。
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■点鐘：杦山会長

ってくれています。
■第4話 台北の国立故宮博物院で女性初の院長に就任
した林曼麗(リン・マンレイ)さん
2004年、当時の陳水扁総統から直々の命を受けた林曼
麗さんは、3年の月日をかけて故宮博物院のリニューア
ルオープンを成し遂げました。博物館はみんなのため
に存在しなければならないというのが、美術教育の専
門家であり画家でもある彼女の信念。保守的な博物院
をオープンな博物院に変革すべく、数々の取り組みを
行いました。彼女は｢10年間の東京での生活で得たいろ
いろな経験が私のビジョンになりました。それぞれの
国の文化を活かしながら、新しい文化を創るというプ
ロセスのなかで、違う文化の人達と交流したり，互い
に影響し合いながら、イメージを広げていくことを期
待しています｣と語っています。
■第5話 スーダン出身の米山学友、モハメド・オマル・
アブディンさん
進行性の難病を患って視力を失ったアブディンさん。｢奨
学金の面接で、目の見えないことが不利になると思っ
たのですが、のちにカウンセラーとなった方の｢こうい
うことこそロータリーがやらなくては。私のクラブで
引き受けます｣という言葉に救われました｣と語ります。
現在は大学院で平和構築・紛争予防をテーマに、母国
スーダンの事例を研究。それと同時に、障害者の学習
環境が整わないスーダンで、国や国民に問題意識を持
ってもらうきっかけにしたいと、ＮＰＯ法人｢スーダン
障害者教育支援の会｣を立ち上げました。アブディンさ
んは｢私以上に不利な立場に置かれている母国の人達の
生活環境を改善したい。そのきっかけは米山奨学生に
なったこと｣と語っています。
第1話に登場した姫軍氏は、念願である恩返しを実現す
るために準備を進めてきました。2009年３月28日、中
国学友会成立大会。2002年から中津川ＲＣが支援して
きた上海分会と、姫軍さんが会長を務める華北分会が
協力して、中国全体の学友会を誕生させました。中国
学友会の初代会長に就任した姫軍さんは｢我々が頂いた
恩義をどのように次の世代に伝えていくか。中国の中
で我々ほど日中関係の友好的な発展を望んでいる者は
いない。力を合わせて、一緒にやっていきましょう｣と
学友たちに呼びかけました。
2008年7月、台湾学友会のメンバーたちが日本のロータ
リーの父、米山梅吉翁の墓参に訪れました。墓前で一
心に手を合わせて感謝を述べる学友たち。彼らは、か
つて奨学生としてロータリアンと触れ合い、心をつな
ぎました。日本で培ったロータリアンの精神と平和へ
の思いは、米山学友の心の糧となり、彼らによって伝
わっていきます。時を超えて世界へ伝わっていくでし
ょう。
皆さま、ご覧になって頂いていかがでしたでしょうか。
ここに挙げた学友は、ほんの一例に過ぎません。彼ら
だけでなく、活躍する人、その発展途上にある人、一
人ひとりが日本への感謝とロータリーの精神を胸に刻み、
世界各地、それぞれの分野でがんばっています。 
このような人材を一人でも多くつくり、世界の平和に
貢献していくことが米山記念奨学事業の使命です。そ
のためには、ロータリアンの皆さま、お一人お一人の
ご理解とご支援が必要です。どうかこれからも米山記
念奨学事業に厚いご支援を賜りますようお願いいたし
ます。最後までご清聴ありがとうございました。

員人件費がここに含まれています。管理費には理事会・
評議員会、常務理事会など、全国からロータリアンに
集まっていただく会合費や旅費、また、事務局員のう
ち管理部門の人件費などが含まれています。 
米山記念奨学会では、内部監査に加え、外部の公認会
計士から毎月全ての伝票のチェックを受けています。
これからも皆さまから頂く寄付金を正しく使わせてい
ただき、また、その情報をご報告してまいります。
また、これまでの寄付金の推移ですが、米山への寄付
金は1996年をピークに下降しつづけたため、99年から
は特別積立財産を取り崩しながら、従来どおりの人数、
年間1000人を支援してきました。しかし、2005年度か
らは特別積立財産の取り崩しをせず、寄付額に見合っ
た規模へと縮減することが決まりました。同年より、
奨学生採用数を年間1000人から800人へ、奨学金額を大
学院生15万円から14万円、学部生12万円から10万円に
と縮減しております。 
皆さまから多額のご寄付をいただいて運営している奨
学事業の成果はどのように出ているのか。奨学事業は
人づくりであり、数字で明快に表せるものではありま
せんが、日本のロータリアンの心は学友たちを通じて、
世界に、そして次の世代へと、確実につながっています。
学友たちの心からのメッセージを、DVDを通じてお聞き
ください。
世界中に活躍する学友たちの様子を描いたDVD｢心つな
いで，世界へ｣の内容を簡単にご紹介します。
■第1話 1992年、北京大学法学部を卒業した姫軍(ジ・
ジュン)さん
日本に来て3年目にロータリー米山記念奨学会との出会
いが、彼の人生を変えました。｢奨学会は夢を実現する
自信をくれました。ロータリアンの皆さんは私を大事
にしてくれました。奨学会のすばらしさはここにあり
ます。お金だけではなく、心を伝えてくれた｣そう語る
彼は、現在は弁護士として、多くの日本企業を顧客に
北京・上海を行き来して、かつて自分が受けた恩をど
のようにして返すかを考えています。
■第2話 ネパールで職業訓練センターを運営するアル
チャナ・シュレスタ・ジョシさん
｢それまで自分の幸せしか考えていなかったのが、日本
に留学して、日本の女性の識字率の高さや社会参加の
状況に感動し、私もネパールの女性の為に何かをした
いと思うようになりました｣。帰国後、彼女は、カース
ト制度による社会的差別が残るネパールで、女性の経
済的自立を支援する職業訓練センターを設立。貧しい
女性たちのために授業料免除コースを設けた為に、経
営はすぐに行き詰まりましたが、生徒たちから｢何とか
続けてくれ｣と言われ、再び奮起しました。骨身を削る
彼女の活動がロータリアンの心を動かし、地元のラリ
トプールＲＣと日本の第2630地区鈴鹿・亀山分区の5つ
のＲＣが3年間の支援を行いました。2006年に母国のロ
ータリアンとなったアルチャナさんは、多くのＲＣに
支えられ、ネパールの発展のため歩み続けています。
■第3話 モンゴル初の国際標準の３年制高校、新モン
ゴル高等学校を2000年10月に開校したジャンチブ・ガ
ルバドラッハさん
制服、給食、目を輝かせてのクラブ活動。日本では当
たり前のことが、モンゴルでは存在していませんでした。
それを実現させたのがジャンチブ・ガルバドラッハさ
んです。｢ロータリーの皆さんがすごく期待してくれた
ことが私には原動力になっています。校長をしながら、
物理を教え、経営もして大変でしたが、将来、こうい
う人達を育成すると約束したのだから、それを達成す
るために努力しなくてはと思いました｣と当時を振り返
ります。また｢日本の教育改革にも協力したい｣とも言


